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論　文　の　内　容　の　要　旨
　米を主食とする発展途上国では，米のポストハーベスト技術による効率的な調製と貯蔵による米の量的・
質的確保未だに重要な課題である。本研究は，上記問題解決のため，米の貯蔵と乾燥システムの効率的な設
計，計画，および管理に有用な米の吸湿特性と熱特性を明らかにしようとしたものである。
　生物材料の収着プロセスを加速できる方法（本研究で提唱）とコントロール（従来の静的な方法）とを比
べて評価した。簡単で小さく安価な，米サンプルの周りの空気を撹拌する装置を試作した。これを用いて特
定の気流速度が吸着速度（EMC）と反応速度定数に与える影響についても調べた。その結果，吸着プロセ
スを促進するためにこの手法を適用することが有効なことを明らかにした。また市販の簡易測定装置「Testo 
650 aw Measuring Set」を穀粒の平衡相対湿度（ERH）または awの決定に有効かどうかを検証した。この装
置は穀粒や粒状製品の ERHまたは awを迅速に決定することができたが，精度面では改善の余地が少なくな
かった。
　本研究のもう一つの特徴として，ハイブリッド米粒（籾，玄米，および精米）を対象とした。上記の手法
を用いて吸着等温線を異なる温度と相対湿度条件下で測定した。4つの既知等温線モデルを実験データに適
合させたところ，修正 Hendersonと修正 Chung-Pfostモデルがハイブリッド米粒の吸着と脱離等温線につ
いて説明するための適切なモデルであることがわかった。同時に，モデルのパラメーターも決定した。吸着・
脱離等温線と，それらのパラメーターに適合したモデルは，貯蔵と乾燥システムのシミュレーションと最適
化に有用かと思われた。
　ハイブリッド米粒の net isosteric熱を，Clausius-Clayperon式により説明された熱力学的な関係に基づ
いて予測した。ハイブリッド米粒の net isosteric熱を含水率の関数として経験式を適合し，それが net 
isosteric熱を予測するのに良いことがわかった。また，インターセプト Kは水分の関数であることがわかり，
モデルは K値を的確に予測できた。この 2つの方程式は貯蔵の間の，ハイブリッド米のシミュレーション
で役立つものと考えられた。
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審　査　の　結　果　の　要　旨
　本研究では，従来法（通常法，迅速法）を改良して米の平衡含水率を測定し，それに影響する要因の解析
とモデル化を進め，これを基に米の貯蔵中に生ずる貯蔵庫内の温度や湿度，および含水率のモニターと予測
に資する知見を得ており，評価に値する。
　よって，著者は博士（農学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
